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2014年 9月 3日、春日部家庭集会
ゴットホルド・ベック

イザヤ

6:1 ウジヤ王が死んだ年に、私は、高くあげられた王座
に座しておられる主を見た。そのすそは神殿に満ち、

6:2 セラフィムがその上に立っていた。彼らはそれぞれ
六つの翼があり、おのおのその二つで顔をおおい、二

つで両足をおおい、二つで飛んでおり、

6:3 互いに呼びかわして言っていた。「聖なる、聖なる、
聖なる、万軍の主。その栄光は全地に満つ。」

6:4 その叫ぶ者の声のために、敷居の基はゆるぎ、宮
は煙で満たされた。

6:5 そこで、私は言った。「ああ。私は、もうだめだ。わ
たしはくちびるの汚れた者で、くちびるの汚れた民の間

に住んでいる。しかも万軍の主である王を、この目で見

たのだから。」

6:6 すると、私のもとに、セラフィムのひとりが飛んで来
たが、その手には、祭壇の上から火ばさみで取った燃

えさかる炭があった。

6:7 彼は、私の口に触れて言った。「見よ。これがあな
たのくちびるに触れたので、あなたの不義は取り去られ、

あなたの罪も贖われた。」

6:8 私は、「だれを遣わそう。だれが、われわれのため
に行くだろう。」と言っておられる主の声を聞いたので、

言った。「ここに、私がおります。私を遣わしてくださ

い。」

マタイ

28:18 イエスは近づいて来て、彼らにこう言われた。
「わたしには天においても、地においても、いっさいの

権威が与えられています。

28:19 それゆえ、あなたがたは行って、あらゆる国の
人々を弟子としなさい。そして、父、子、聖霊の御名に

よってバプテスマを授け、

28:20 また、わたしがあなたがたに命じておいたすべて
のことを守るように、彼らを教えなさい。見よ。わたしは、

世の終わりまで、いつもあながたとともにいます。」

前に次のような歌がありました。『弟子となしたまえ、わが

主よ、わが主よ、弟子となしたまえ。心の底より、弟子とな

したまえ。』このような心構えを持つことこそが、今日も必

要なのではないでしょうか？イエス様は、弟子、結局、従う

者を捜し求めておられます。

マルコ

1:16 ガリラヤ湖のほとりを通られると、シモンとシモン

の兄弟アンデレが湖で網を打っているのをご覧になっ

た。彼らは漁師であった。

1:17 イエスは彼らに言われた。「わたしについて来なさ
い。人間をとる漁師にしてあげよう。」

1:18 すると、すぐに、彼らは網を捨て置いて従った。
1:19 また少し行かれると、ゼベダイの子ヤコブとその
兄弟ヨハネをご覧になった。彼らも舟の中で網を繕って

いた。

1:20 すぐに、イエスがお呼びになった。すると彼らは父
ゼベダイを雇い人たちといっしょに舟に残して、イエス

について行った。

マルコ

2:13 イエスはまた湖のほとりに出て行かれた。すると
群衆がみな、みもとにやって来たので、彼らに教えられ

た。

2:14 イエスは、道を通りながら、アルパヨの子レビが収
税所にすわっているのをご覧になって、「わたしについ

て来なさい。」と言われた。すると彼は立ち上がって従

った。

2:15 それから、イエスは、彼の家で食卓に着かれた。
取税人や罪人たちも大ぜい、イエスや弟子たちといっし

ょに食卓に着いていた。こういう人たちが大ぜいいて、

イエスに従っていたのである。

2:16 パリサイ派の律法学者たちは、イエスが罪人や取
税人たちといっしょに食事をしておられるのを見て、イ

エスの弟子たちにこう言った。「なぜ、あの人は取税人

や罪人たちといっしょに食事をするのですか。」

2:17 イエスはこれを聞いて、彼らにこう言われた。「医
者を必要とするのは丈夫な者ではなく、病人です。わた

しは正しい人を招くためではなく、罪人を招くために来

たのです。」

マルコ

3:13 さて、イエスは山に登り、ご自身のお望みになる
者たちを呼び寄せられたので、彼らはみもとに来た。

3:14 そこでイエスは十二弟子を任命された。それは、
彼らを身近に置き、また彼らを遣わして福音を宣べさせ

るためである。

この 13節は非常にすばらしい節です。イエス様は、『おい
で』、それから、『出て行け！』と言われたのです。私の出

たスイスの神学校の玄関に入ると大きな世界地図があっ

たんです。そして、このみ言葉が入ってます。『おいで、私

のところに来なさい』、それから、『出て行け！』福音を述べ

伝えなさい。

主の呼びかけとは、こういう 2種類の呼びかけじゃないで
しょうか。第 1番目の呼びかけは救われるための呼びか
け、結局、神の子どもとなるための呼びかけであり、第 2
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番目の呼びかけとは、イエス様の弟子となるような呼びか

けです。マルコ伝全体が言わんとしている事は、イエス様

を大いなる僕として、父なる神に仕える僕として特徴づけら

れることです。

これに対して、初めの福音書、マタイ伝ではイエス様は王

様として特徴つけられています。ルカ伝では人間としての

イエス様、そして、最後のヨハネ伝では、神の御子としての

イエス様を特徴づけられています。けれど、マルコ伝にお

いては、初めに述べたとおり、父なる神に仕える僕として

のイエス様が、同労者を、結局、弟子たちを探し求められ

る事が描かれています。

イエス様の同労者であり、また弟子とは、イエス様と共に

奉仕する備えのできている人の事を言います。そしてこの

マルコ伝では、イエス様が弟子たちに呼びかけておられる

ことが、はっきりと描き出されています。中心人物は言うま

でもなくイエス様です。

それから、いくつかの点について分けて考えましょうか？

第 1番目、今、話したように、呼びかけておられるお方とは
言うまでもなく、イエス様です。中心人物はイエス様であり、

呼びかけておられるお方は、まさしく、イエス様御自身に他

なりません。そここに示されている文章の動詞を見れば分

かるように、イエス様は常にまず初めに行動なさり、率先し

て行動を起こされる方であることが解かります。

マルコ

3:13 イエスはご自身のお望みになる者たちを呼び寄
せられた

1章 16節、19節、今の 2章の 24節、『イエスはご覧にな
った』、『イエスはご覧になった』、何回も出てきますし、そ

れから、1章の 17節、20節、2章の 14節、何回も同じ言
葉が出てきます。『イエスがお呼びになった』、『イエスがお

呼びになった』と。

イエス様は、ザアカイや、サウロの名前をお呼びになった

ように、弟子たちに対しても、決まった名前をお呼びになら

れました。このことは、非常に重要な意味を持っています。

なぜなら、イエス様と私、イエス様とあなたと言うように、イ

エス様との 1対 1こそ非常に大切な関係であるからです。

また、人間がイエス様を選んだのではない、イエス様がど

うしようもない人間をお選びになって、その中に入って、か

かわりを持ってくださったからです。今日でも、人間の力に

よっては、また人間の決定によっては、救われることはあり

ません。イエス様が我々の心の目を開いてくださり、自分

の本当の姿と、イエス様によって完成された救いとを明ら

かに示してくださるのです。イエス様の呼びかけとは、皆さ

ん暗記していることばでしょう。

マタイ

11:28 すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わた
しのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませて

あげます。

罪人のために、助けを求めている人のために、悩んでいる

人、孤独になっている人、絶望している人々のためにイエ

ス様はおられます。悔い改めと信仰をとおして、イエス様

の現実の救いが明らかになるのです。けれども悔い改めと

信仰は、決して人間からやって来るものではなく、まさに上

から与えられたプレゼント、贈り物、賜物です。

それですから、信者とはこの贈り物を喜んで受け取った人

であると言えます。受けたかどうかか？それともまだ、受け

ていないのか？これこそが大切です。我々の人生にとって

何が必要なのでしょうか。一番大切なことは、今、話したよ

うに救われること、神の子となることです。救われることで

す。そのために、何が必要なのでしょうか？

まず第 1に、自分の救われなければならないという必要を
知ることです。そして、第 2に人間的な努力はまったく空し
い、役に立たないものであると（認める）ことです。すなわち、

自分も他人も、もちろん宗教も決して自分自身を救うことが

できないという事です。すべて人間的な努力は見込みなく、

望みなきものです。聖書が言っている救いとは、罪の問題

の解決です。

罪のゆえに主なる神の怒りのもとにある人間は、主との平

和を持ち、債務が支払われ、罪は赦され、永遠のいのちを

持つと聖書は言っています。けれどこれは人間や宗教によ

ってではなく、イエス様によってのみ与えられます。なぜな

らば、イエス様は人間の罪に対する父の裁き、神の裁きの

的になられ、ご自身の聖く尊い血によって債務を支払い、

罪を赦してくださったのです。

この真理の事実を心で受け入れた信じる者は、今、話した

ように、神との平和、罪の赦し、永遠のいのちを自分のも

のにすることができるのです。すべての人間は、自分の力

で罪の問題を解決することはできないため、どうしてもイエ

ス様が必要であると告白する状態に至らなければなりませ

ん。

『イエス様。私は今、私はどうしようもない者として、あなた

様の御許にまいります。あなたが私の罪の問題を解決して

くださり、私を贖ってくださったことを心から感謝いたしま

す。』このようにイエス様に向かって言うことができる人は、

幸いです。

もう一回、まとめましょう。創造主なる神の子供となるため

には、2つのことが必要です。第 1は、主なる神の言われ
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ることを認めること。第 2に、イエス様を受け入れることで
す。

けど、主なる神は何と言っているのでしょうか。主は、絶対

に癒されない罪の病い、それは全く改善の望みがないと言

っておられます。けど、イエス様は、我々の身代わりになっ

てくださった。イエス様が成してくださった事は本当に充分

です。そして第 2は、イエス様を受け入れることです。

聖書の一番最後の一箇所を読みましょうか？黙示録の 22
章、聖書の一番最後の言葉のひとつです。

黙示録

22:17　いのちの水がほしい者は、値なしにそれを受け
るがよい。

ここでいのちの水とは、イエス様による救いの贈り物に他

なりません。そして、ここでほしい者は受けるがよいと記さ

れていますが、欲しがっているかどうかだけが問題です。

欲すれば受けるにちがいない。欲しいと思わなければ、た

いへんです。将来は真っ暗闇であるからです。

イエス様は永遠のいのちを与えるために、決して強制する

ようなことはしません。『欲しい者は』と書いてあります。欲

しい者は受けると約束されています。受ける者は持つので

す。すなわち、その人は神との平和を得、罪の赦しを受け、

主なる神の子供とされた喜びを持ち、永遠のいのちを持つ

ことができるのです。

2番目の質問は、イエス様の呼びかけは、いかなるものな
のでしょうか。すなわち、弟子となるように。だから、前に読

んだ箇所の中で何回も『わたしについて来なさい』。救われ

るためじゃない。人間をとる漁師にしてあげよう。用いられ

るための呼びかけです。このイエス様のの呼びかけは、い

ったい何を意味しているのでしょうか。すなわち、私たちは

救われるために、救われているのではない。仕えるために、

用いられるために救われたのです。

救われていることは、まだ救われていない人々をも救いた

いという思いを持つことです。まだ救われていない人々も

救いたいという切なる願い、思いが欠けている場合には、

その人の信仰は疑わしいものです。

イエス様は、救いを受け入れるように重荷をおろしてあげ

ようと、呼びかけた後で、ご自分に仕えるようにとも呼びか

けておられます。けれどもイエス様に仕えるとは、いったい

どういうことでしょうか。それは、あれこれ行なうということ

ではない。イエス様に従って行くことを意味します。それで

はいったい、イエス様に従って行くとは、いったいどういうこ

とでしょうか。イエス様について行くとは、たいへんなことで

すけど、自分自身を否定すること、自分自身を捨てること

を意味します。

マタイ

16:24 それから、イエスは弟子たちに言われた。「だれ
でもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、自

分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさい。

16:25 いのちを救おうと思う者はそれを失い、わたしの
ためにいのちを失う者は、それを見いだすのです。

ちょっと理解しにくい言葉じゃないかと思うんですが、いの

ちを救おうと思う者はそれを失うと書いてるんですけど、実

は、ギリシャ語を見ると、原語によると、「いのち」とは書い

てない。「魂」と言葉が使われているんです。自分の魂を救

おうと思うということは、自分勝手な道を歩んで行くことを

意味します。

いわゆる人間の持っている魂の能力、働きは、まず第 1に
考えること、第 2に感じること、そして第 3に欲することで
す。したがって、自分自身を否定するということは、自分の

考え、自分の感情、自分の意思に支配させないことです。

それに対して、魂を失うということは、自分自身の意思を心

の座から下ろし、イエス様をそこに置いて、第一の座につ

けることです。

これがなければ、決して主に従って行くことはできません。

イエス様について行くこととは、自分自身を否定すること、

自分自身を捨てることだけではなく、自分自身を憎むことを

意味しているのです。もう一箇所、読みましょうか。ルカ伝

14章の 26、27節をお読みいたします。

ルカ

14:26 「わたしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄
弟、姉妹、そのうえ自分のいのちまでも憎まない者は、

わたしの弟子になることができません。

14:27 自分の十字架を負ってわたしについて来ない者
は、わたしの弟子になることはできません。

自分を憎むこととは、自分自身に対して、信用をおかない

ということがどうしても必要です。自信に満ちた態度がダメ

にならないと、主に従うこともできません。イエス様なしに

は、一歩も進むことができないというふうにならなければな

りません。イエス様、御自身、次のように言われ、告白して

くださいました。

『わたしは、自分の力だけではどうすることもできない。』と

言われました。イエス様の思いだけを大切にしないと、妨

げになります。だけど、自分自身を信用しないどころか、自

分自身を憎まなければ、わたしに従うことができないとイエ

ス様は言われました。いったい、どうして聖書は憎むという

ような非常に厳しい言葉を使っているのでしょうかか。パウ

ロに訊けば、（こう）答えるでしょう。彼の答えは明確でしょ
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う。

ローマ

7:18　私の肉のうちに善が住んでいないのを知ってい
ます。

善が住んでいなければ、悪しかない。結局、人間の考えて

いること、思っていることと、主の考えていることは根本的

に違う。新約聖書だけではなく、旧約聖書も同じことを言っ

ているのです。旧約聖書から一箇所見てみましょうか。

イザヤ

55:8 「わたしの思いは、あなたがた・・・・

『あなたがた』とはイスラエルの民、主によって選ばれ救わ

れた民です

イザヤ

55:8 「わたしの思いは、あなたがたの思いと異なり、わ
たしの道は、あなたがたの道と異なるからだ。――主

の御告げ。――

55:9 天が地よりも高いように、わたしの道は、あなたが
たの道よりも高く、わたしの思いは、あなたがたの思い

よりも高い。

まったく違う。似てもいない。もう、ぜんぜん違う。ペテロの

事をちょっと見てましょうか。マタイ伝 16章の 21から 23
節までお読みいたします。

マタイ

16:21 その時から、イエス・キリストは、ご自分がエル
サレムに行って、長老、祭司長、律法学者たちから多く

の苦しみを受け、殺され、そして三日目によみがえらな

ければならないことを弟子たちに示し始められた。

16:22 するとペテロは、イエスを引き寄せて、いさめ始
めた。「主よ。神の御恵みがありますように。そんなこと

が、あなたに起こるはずはありません。」

16:23 しかし、イエスは振り向いて、ペテロに言われた。
「下がれ。サタン。あなたはわたしの邪魔をするものだ。

あなたは神のことを思わないで、人のことを思ってい

る。」

主の思いと人間の思いとはまったく違う。ペテロはイエス様

を信じたにもかかわらず、イエス様から十字架を取り除こう

とした時に、イエス様は「サタンよ。引き下がれ。」と言わざ

るをえなかったのです。なぜそんな事になったのでしょうか

ね。その時、ペテロは、本当の意味での弟子ではなかった。

3年間、イエス様と生活して、一緒でした。イエス様に呼ば
れた時、全部捨てて従ったんです。彼の目的と動機は決し

て悪くなかったんです。

けれどペテロが人間的に考えて、人間的に行動したゆえ

にイエス様は、『ペテロよ』じゃなくて『サタンよ』と厳しいこと

ばを発せられたのです。すべての事において、『私の思い

ではなく、主の御旨が行なわれますように』という思いをも

って行動しなければならない。自分の思いを捨て、主の御

心だけを大切にする事がもっとも大切なのではないでしょ

うか。マタイ伝 26章にイエス様の祈られた言葉が出てきま
す。26章 39節、『わたしの思いのままにではなく、みここ
ろのままになさってください。』イエス様の絶えず祈ったお

思いとはこれでした。42節、『どうか、みこころが行われま
すように。』

イエス様に従うことは、毎日、自分の意思と思いとを主に

明け渡すことを意味します。さらにここで、自分自身を憎む

ということだけでなくて、自分の家族をも憎まなければなら

ないと記されています。この意味はどういうことですか？自

分の家族を憎むということは、本当に自分の家族を無視し

てもいい、全く顧みなくてもいいのでしょうか？もちろん、そ

うではない。

あたりまえの事ですが、私たちは一つの問題について考え

るとき、聖書から適当に一箇所だけを選んで、『こう書いて

あるじゃないの』と言う態度をとることは非常に危ないこと

です。

何があっても、聖書全体が何と言っているのかと考えるべ

きです。言うまでもなく、主は人間一人ひとりの救いよりも、

家族です。全家族の救いを心から願っておられます。そう

すると家族を憎むとは、いったいどういう事ですか？まった

く、正反対のことをパウロは愛弟子であるテモテに書いた

のです。

テモテ第 1の手紙
5:8 もしも親族、ことに自分の家族を顧みない人がいる
なら、その人は信仰を捨てているのであって、不信者よ

りも悪いのです。

このことばと前のことばとは、一見したところ全く正反対の

事を言っているように見えるかもしれない。しかし、聖書は、

はっきりと私たちが家族を大切にし、尊敬しなければなら

ないと言っています。

しかしながら、それと同時に、私たちは人間に対してよりも、

主に対してより忠実に従うべきであると聖書は、言ってい

ます。主、また主のみことばを第一の座につける者は、必

ず家族を大切にします。けど、家族だけを大切にする者は

結局、主を否定することを意味しているのです。

イエス様は次のように言われました。これを読んで終わり

ます。
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家族の救いの確かさ

マタイ

10:34 わたしが来たのは地に平和をもたらすためだと
思ってはなりません。わたしは、平和をもたらすために

来たのではなく、剣をもたらすために来たのです。

10:35 なぜなら、わたしは人をその父に、娘をその母に、
嫁をそのしゅうとめに逆らわせるために来たからです。

10:36 さらに、家族の者がその人の敵となります。
10:37 わたしよりも父や母を愛する者は、わたしにふさ
わしい者ではありません。また、わたしよりも息子や娘

を愛する者は、わたしにふさわしい者ではありません。

10:38 自分の十字架を負ってわたしについて来ない者
は、わたしにふさわしい者ではありません。

家族が救われることを望む者は、家族を捨てるべきである

と聖書は言っています。曖昧な態度と妥協によっては救い

は成就しません。もしあなたが、家族の救いを、親戚の救

いを、真剣に望むなら、100％イエス様の側に立たなけれ
ばなりません。すなわち、イエス様に従うということは、自

分自身、および、家族を否定し、憎み、イエス様を第一に

することになります。妥協のない態度をとると、主は、間違

いなくあふれるばかりの祝福を与えてくださり、家族も約束

どおりに導かれ、救われます。

おわり
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